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1. はじめに

本書は、RTミドルウェア上で動作するRTコンポーネント「音声出力コンポーネント」の使い方について説明します。

2. 概要

音声出力コンポーネントは、入力された音素情報を含んだ音声波形データファイルより音声データを抽出し、出力します。

3. 開発・動作環境

音声出力コンポーネントの開発・動作環境を示します。『表１　開発・動作環境』に示すライブラリ、をあらかじめインストールしておいてください。
	OS
	WindowsXP　SP3

	開発ツール
	Visual C++ 2008 Express Edition

	使用ライブラリ
	・OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE


表 1　開発･動作環境

4. 制限事項

5. 音声出力コンポーネントの使用方法

本章では、音声出力コンポーネントの使用方法を、テストコンポーネントを使って説明します。

5.1. コンポーネントの起動

各コンポーネントの起動方法を説明します。

1) コンポーネントの起動準備

コンポーネントの起動は『図1　ディレクトリ構成図』の【任意のディレクトリ】で行って下さい。

【任意のディレクトリ】



├ OutSpeakWaveComp

音声出力コンポーネント

├ OutSpeakWaveTestComp
テストコンポーネント

├　sendtext.xml

　　　　　　テストデータ

└ rtc.conf


コンフィグファイル
図 1　ディレクトリ構成図
2) 接続

RTSystemEditorを起動し各コンポーネントを次の図のように接続します。
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図 2　コンポーネント接続図

3) 起動・設定
RTSystemEditorの右クリックメニューからAll Activateを選択します。
5.2. コンポーネントの実行

各コンポーネントの実行・操作方法を説明します。

1) テストコンポーネント『OutSpeakWaveTestComp』を起動しているターミナルに『図３　OutSpeakWaveTestComp実行画面』のような入力選択画面が表示されます。ここでPCよりキー入力を行うと、音声出力コンポーネント『OutSpeakWaveComp』にデータが送信されます。
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図 3　OutSpeakWaveTestComp実行画面

2) 音声出力コンポーネント『OutSpeakWaveComp』を起動しているターミナルで、テストコンポーネント『OutSpeakWaveTestComp』から受信した音声波形ファイルが出力（再生）されます。また、受信した音素情報が、『図４　OutSpeakWaveComp実行画面』のように表示されます。
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図 4　OutSpeakWaveComp 実行画面
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